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消防時間（1分の価値） 

1 はじめに 

2010 年から 2012 年にかけて、私は現役消防署長であるクリスチャン・グリスペールトのもとで火

災安全工学を学ぶ機会に恵まれた。クリスチャンと私はとても良い友人になることができ、それ以外

にも彼から多くのことを学べた。私が注目した概念のひとつは「消防時間」だ。これは、私たち消防

隊が現場に到着する時間と社会的な損失の関係を推定する方法である。 

2 消防時間とは何ですか？ 

消防時間とは、火災現場に 1 分遅く（または早く）到着した場合の価値を表している。これは消防

隊の到着が平均して 1 分遅かった場合、どれだけの費用（ユーロ）の損害が発生するか？を概算した

ものである。あるいは、消防署が平均して 1 分早く現場に到着した場合、損失を防ぐことで、どれだ

けの収益が得られるかを示しているとも言えるだろう。 

 

災害現場での消防隊の現場到着時間がどのような結果をもたらすかについて研究した科学的論文は

数多くある。この活動開始時間は指令センターが通報を受け取ってから、最初の消防車が現場に到着

するまでの時間を指している。この記事では、それらの論文の内容を、被害と到着時間の関係につい

て述べているものに絞っている。読者は、これが純粋に経済的な考察であることを理解することが重

要である。消防組織はもちろんお金のみで価値を考える組織ではない。とはいえ使える予算は限られ

ている。消防時間は、限られた予算を最も有効な方法で活用するために考えられたものである。 

2.1 活動開始時間と最終的な損害の関係 

ニール・チャランズ [2]は、ニュージーランドで 2003年 6月から 2008年 6月までに発生した火災

を調査した。この 5年間に 27,500件の火災が登録されており、これらの火災は主に木造住宅で発生し

ていることが分かった。これはベルギーの建築方法との重要な違いである。ニュージーランドの消防

隊は 95％の現場で 15 分以内に現場に到着していた。これもベルギーの到着時間との大きな違いであ

る。ベルギーの消防隊は 95％のケースで 15分以内に現場に到着できていない。 

 

彼は、消防隊の到着時間と火災の規模には統計的な関係があると結論づけた。これは非常に論理的

な結果のように思える。一般的に、消防署が現場に到着するまでの時間が長ければ、火災の規模は大

きくなると言える。これは、個々の火災についてそうだという意味ではなく、平均的にそういう事例

が多いという意味である。もちろん例外もある：換気不足の火災（換気制御型火災）では、新たな開

口部作成されて、新鮮な空気の流入がない限り、火は一定の大きさで安定する。いわば、火が大きく

ならないのだ。一方、換気された火災では、新たな開口部が作成されて新鮮な空気が流入すると火は

急速に大きくなる。このときにもし消防隊の到着が遅れていれば、より大きな火に直面することにか

もしれない。 
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火が大きければ当然被害も大きくなる。チャランズはここでも結論を出している。彼は、2003 年か

ら 2008年までの期間において、到着が 1分遅れると、平均 4,000ニュージーランド・ドルの追加損害

が発生すると計算した。これは 2021 年の 3,000 ユーロに相当する。（補足：2021 年のレートは 1 ユ

ーロ 131 円前後であり、3,000 ユーロは計算すると約 393,000 円である。以下ユーロ円は目安として

切りよい数字とする） 

2.2 1分 1秒のスピードアップに 3,000ユーロ（40万円）の価値があるのか？ 

そんなことはない。消防士なら誰でも、それほどひどい被害が発生していない多くの火災通報があ

ることを知っている。例として、鍋を火にかけたままにしておくと煙が出る、その煙を見た近所の人

が「火災」と認識した場合を考えてみよう。こういった多くの火災では、消防隊が到着するのが数分

遅れたとしても、被害はそれほど変わらない。 

 

その一方で、消防隊の到着が数分遅くなっただけで、非常に大きな影響を与える火災もたまにある。

ここで火災成長について考えてみよう。たとえば、消火隊が家に入ったとき、居間のソファが燃えて

いる。天井を見るとかなり厚い煙の層があり、居間と台所に広がっている。居間と廊下を隔てるドア

が開いているため、高温の煙は玄関へも向かいながらも、さらに廊下にある階段を通って寝室のある

上階へと流れる。このとき寝室のドアが開いており、たまたま寝室の換気のためか？住人が窓をいく

つか開けていたとしよう。そんな中で居間の炎は天井に達し、天井から四方八方へ炎が広がり始める。

このような火災の状況では、1分後にどのような変化が起きるだろうか？ 

 

天井でから四方八方に広がった炎が煙の層の温度

を急速に上昇させている。数分以内に居間でフラッ

シュオーバーが起こり、居間と台所は炎の海となる

だろう。その炎は廊下へ広がり、さらに上階へ駆け

上がり、寝室を燃やし始める。もしこの瞬間に消防

隊が駆け付けたとしても、居間と台所の被害は甚大

だ。これらの部屋は火災によって完全に破壊されて

いる。また、上階の被害も大きい。 

 

もし、居間のソファだけが燃えている時に、ドア

から入ってきた消火隊が直接攻撃を行えば、ソファ

の火災を素早く制圧することができる。フラッシュ

オーバーの発生前に攻撃を開始することで、被害は

ソファと建物内の煙害に限定されるだろう。およそ

100,000ユーロ（約 1320万円）の損害を防ぐことが

できる 

 

この 1 分間で 100,000 ユーロ（約 1,320 万円）の損

害を防ぐことができ、その結果を考えれば、1 分前

に到着しても損害に影響を及ぼさなかった 32件の火災出動を無視することができる。これらを合計す

画像 1 この厨房火災はフラッシュオーバー寸前まで

いった。現在、建物の被害は多かれ少なかれ残って

いる。消防隊の到着があと数分遅かったら、おそら

く複数の空間が破壊されていただろう。(写真：

Nick Lemahieu） 
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ると、33件の火災出動で 100,000ユーロ（約 1320万円）の損害を防いだことになる。平均すると、1

回の出動で 3,000ユーロ（約 40万円）の損害を防いだということだ。 

 

したがって、消防時間は平均的な火災出動から考えなければならないことを理解しておくことが非

常に重要である。 

3 人命救助 

これまでのセクションでは、火災発生時の現場到着時間の短縮が被害に与える影響について述べて

きた。しかし、被害を防ぐことは消防組織にとって 2 番目に重要な目標に過ぎない。絶対的な優先事

項は人命救助である。現場到着時間と人命救助の間にはどのような関係があるのだろうか。この質問

は、被害に関する質問よりも少し複雑だ。結局のところ、人は自分で自分を救うことができる。特に

火災警報器が作動していれば、大多数の人は火災で死ぬことはないはずだ。例外は、小さな子供、体

の不自由な人、動きの不自由な老人などである。 

 

スウェーデンのヘンリック・ヤルデル[3]の研究によると、消防署がすでに短時間で現場に到着し

ている地域では、さらに迅速な活動をすることが特に重要であると書かれている。消防隊が人命を救

うことができるのは、主にこうした短時間で消防隊が到着できる地域である。結局のところ、火災に

巻き込まれた人々が煙や火災によって発生した熱にさらされると、生存時間は非常に限られてしまう。

つまり、火災が発生している建物内に閉じ込められた人が、煙や熱にさらされながら生き延びられる

時間は限られているのだ。このような人々を救出するためには、消防隊が現場に迅速に駆けつけなけ

ればならない。到着までの時間が長ければ、このような救助はそれほど期待できない。もし、要救助

者がバルコニーやテラスに逃げることができていれば話は変わるかもしれない。なぜなら屋外であれ

ば、ほとんどの要救助者は消防隊が現場に到着するまでに生き延びるために必要な十分な空気を得る

ことができるからだ。しかし、荒れ狂う炎から発生する輻射熱は、要救助者にとってかなりの脅威と

なる。ここでも、やはり被災者を救助できる時間は限られているようだ。だだ、この屋外で助けを待

つ時間は、煙で充満した空間から出られなくなった人よりも長いかもしれない。 

 

画像 2 はそのような状況である：あるア

パートの住人が火災発生後、下階へ逃げる

ことができずバルコニーへ逃げ込んだ。3

階なので飛び降りるという選択肢はできな

い。アパートの火災は完全に燃え広がって

おり、炎は窓を突き破って押し寄せてきて

いる。その炎の前面は大きな輻射熱の発生

源だ。そのため、火傷を負うことになる。

しばらくすると、それがあまりに痛くなる

ため、耐えきれずに飛び降りてしまう。そ

のころにはひどい火傷を負っていることだ

ろう。また、3階からの落下も重傷につなが

画像 2 あるアパートの住人がバルコニーに逃げ込んだが、炎

の輻射熱でうずくまるしかない。ラッキーなことに、消防隊

が彼を救助してくれた。(写真：Tom Vanryckegem） 
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る。したがって、助かる可能性は限られている。このような状況では、数分でも早く消防隊が到着で

きるか？できないか？で大きな違いが生じてくるだろう。 

 

ジャルデルは、消防隊の現場到着が 1 分早ければ、平均して何人の命を救えるかを計算した。彼は、

「消防サービス 1 分」あたり 0.00035 人という数字を得た。つまり、1 人の人命を救うためには、消

防署が 2,857件の火災に 1分早く駆けつけなければならない。 

2004 年にジャルデルが行った別の研究では、屋内外の火災、交通事故、暴風雨、洪水、河川での人

身事故......に至るまで、すべての「災害」出動について調査している。その分析結果では、1 分早

ければ 1,472ユーロ（約 20万円）の損害を回避できるというものだった。ここから導き出される結論

は、火災は他の災害出動よりも 1 分あたりの被害額がはるかに大きいということである。さらに、他

の災害現場でも、早く到着するか？遅く到着するか？で金額が変わることがわかる。ここで重要なの

は、ジャルデルの研究はある特定の状況を対象にしているということである。1,472ユーロ（約 20万

円）を算出する上で重要なのは、災害現場の総数と比較した火災の件数である。火災は他の災害現場

よりもはるかに大きな損害をもたらすため、火災の件数が多ければ多いほど平均額が高くなることを

意味する。したがって、この 1,472ユーロ（約 20万円）は、ジャルデルが調査した地域よりも火災の

割合が多い地域では過小評価となる。 

4 運用 

4.1 人の命はかけがえのないものだ 

よく耳にする言葉だ。もちろん、そこには真実もある。しかし、社会にとってその発言は正しくな

い。毎年、交通事故で亡くなっている人たちは、その車が衝突した交差点がラウンドアバウト（環状

交差点）に変わっていれば避けられたかもしれない。支援がほんの少し遅すぎたために、毎年人が亡

くなっている。こうした対策にはすべてお金がかかる。しかし国庫にあるお金は限られている。1 ユ

ーロは 1回しか使えない。 

 

ある人が病気になったとする。その人を良くするために、社会として使いたい金額の上限はいくら

だろうか？100 万ユーロを使うのか、1000 万ユーロを使うのか、1 億ユーロを使うのか。とても不安

な考えだが、予算には限度がある。それを考え、（しばしば非常に難しい）決断を下すのが政治家の

仕事だ。一人の患者に 1 億ユーロを使えば、治療に必要な資金が底をつき、他の多くの患者が命を落

とすことになる。 

 

スウェーデンでは、人命の「値段」は 2,400万 SEK（約 34,000万円）である。この金額に、ヤルデ

ルが算出した消防活動 1分あたりの人命 0.00035を掛けると、消防活動 1分あたり 832ユーロ（約 11

万円）の「利益」が生まれるということになる。この結果をふまえると「消防活動 1 分」当たりの消

防対応コストは約 4,000ユーロ（約 52万円）となる。 
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4.2 消防署は利益を生まない 

これもよく耳にする言葉だ。しかし、見方を変えれば消防署は大金を稼いでいる。ただただ、その

金額が計算されていないだけなのだ。仮に、ブリュッセルの消防署が 1 年間、火災対応をまったくし

ないとしたら、その社会的コストは莫大なものになる。ブリュッセルの消防署の年間予算をはるかに

上回ることになるだろう。一戸建て住宅で火災が発生しても、通常は近隣の住宅に延焼することはな

い。消防隊が火災対応をしなくとも、おそらく被害はその家の価値程度にとどまる。このケースは、

人が死なないように火災警報器が作動していることを前提としている。 

 

しかし、都市部では建物と建物の距離が近い。火災が隣近所に燃え移ることも多々ある。そこから

家一軒が燃え上がってしまうケースも少なくない。老人ホームや病院で火災が起きれば、人命被害は

非常に大きい。したがって、消防署が活動することで多くの収益をあげていると結論づけるのはとて

も簡単である。しかし、それを数字で示すことは非常に難しい。 

消防時間は、多くの施策の影響を非常に大まかに見積もるた

めの概念を提供している。分単位の正確な価値を見積もるの

は最も難しい。上記の科学論文では、火災出動の価値を 4,000

ユーロ（約 52 万円）としている。すべての災害出動を合わせ

ると、その価値は 1,472 ユーロ（約 20 万円）である。この 2

つの金額がかなりかけ離れていることは明らかだ。これは明

らかに推定値であることを示していることが分かる。 

 

また、これは緊急性の高い災害出動にのみ関係しているこ

とを念頭に置くべきである。多くの災害出動は緊急ではない

が、これらもまた社会に付加価値を提供している。結局のと

ころ、そうでなければ実施されないのだ。緊急でない災害出

動の付加価値は、この分析には含まれていない。その結果、

計算結果は現実を過小評価していることになる。 

 

ベルギーでは、救急医療支援の大半も消防署が担ってい

る。消防署の費用には、救急隊員の人件費も大きく含まれて

いる。ブリュッセルでは、この業務が労働力の約 35％を占め

ている。消防署のコストに占めるこの大きな部分の「投資利

益率」は、今回の計算には含まれていない。そのためには、

救急車の分単位の概念が必要である。その結果、1,472ユーロ（約 20万円）という金額は、現実をか

なり過小評価していると思われる。 

 

緊急の医療支援と緊急でない災害出動の価値、および医療と緊急でない災害出動の価値である

1,472ユーロ（約 20万円）の価値に存在する不確実性を考慮するため、消防隊の 1分間の利益の下限

と上限を設定することを提案した。災害出動の場合、1 分間の利益として、下限として 2,000 ユーロ

（約 26万円）、上限として 4,000ユーロ（約 52万円）と設定する。 

 

画像 3 都市部での火災を上から見たとこ

ろ。消防隊の活躍により、近隣の家屋の

被害は限定的である。消防署がなかった

ら、このブロックは全滅していただろ

う。(写真：Fire Zone Centrum） 
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この、純粋に経済的な計算では考慮されないのが地域住民の感情である。長年ボランティアの消防

署がある村では、「経済的メリットがない」という理由で消防署が閉鎖されることを住民は喜ばない

だろう。純粋に客観的な視点から見れば、消防署が突然 5分から 10分離れたところから来なければな

らなくなった場合、その人たちは閉鎖する前より質の低いサービスを受け取ることになるからだ。 

4.3 消防署の最適化- 現場での迅速な対応 

近年、どのような災害出動がどこで行われたかがわかるようになってきた。なぜなら地理情報シス

テム（GIS）を使えば、これらすべての災害出動を地図上で確認することができるからだ。このシス

テムは、それぞれの災害現場への到着時間を計算することができる。これが、消防署を追加したり削

除したりすることを検討するための出発点となる。 

 

ベルギーでは、消防隊の出動時間が遅くなる地

域や、到着時間が他の地域よりも遅い地域が数多

くある。新しい消防署を開設することで、どれだ

けの "消防時間 "が得られるかがわかる。新拠点

周辺の過去の災害出動は、はるかに速くサービス

を提供できるだろう。それぞれの災害出動につい

て、これは消防時間の獲得につながる。この分数

は、文字通り足し算することができる。この分数

に 2,000ユーロ（約 26万円）と 4,000ユーロ（約

52 万円）を乗算する。これが、新しい消防署を設

置したときの最小利益と最大利益になる。 

 

例 1： 

新しい消防署は、年間 200 件の消防署からの緊

急通報に対し、現場に 1 台の車両を配備する。こ

れは、周辺の消防署では対応しきれなくなること

を意味する。新しい消防署が既存の消防署より平均 5 分早く現場に到着すれば、1,000 分が節約され

ることになる。この付加価値は 200 万ユーロ（約 26,000 万円）から 400 万ユーロ（約 54,000 万円）

になる。 

 

新しい消防署のさまざまな選択肢を検討し、異なる場所の「利益」を互いに比較することができる。

この方法は、消防署を新設できるかどうか、そのための最適な場所はどこかを決定するのに役立つ。 

 

 

 

 

画像 4 オートバイの外部火災。外部からの出火で延焼

経路が制限されているため、消防署の迅速な活動で確

実に消火できる。オートバイや自動車が建物の近くに

ある場合、このような火災が窓から建物内に侵入し、

構造体火災を引き起こす可能性がある。この場合も、

活動のスピードが重要である。 

(写真：(Picture: Tom Fort） 
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4.4 消防署での常駐の有無 

フランダース地方には大まかに 3種類の消防署がある： 

1) 専任消防隊 

2) ボランティア消防隊：消防士は自宅もしくは職場から出動しなければならない 

3) 両方の混合 

ここでも、消防時間でさまざまな応用が可能である。 

4.4.1 消防署へ 6人の消防士がすべての自宅（職場）から来る 

署内に 6 人の専任消防士を配置するには、莫大な費用がかかる。いずれにせよ、災害出動時に人を呼

ぶよりもはるかにコストがかかる。この場合、6人の報酬は災害出動 1回につき支払われる。 

 

しかし、反論もある。災害出動 1 件につき、何分かの消防時間を節約できる。フランダースでよく

使われる仮定は、常駐している消防署は、自宅から消防署へ向かい災害出動するボランティア消防隊

と比べて 3 分早く出発するというものだ。言い換えれば、6 人の中の最後の人が消防署に到着するま

でに 3 分かかるということである。この仮定がどこでも正しいわけではないことは言うまでもない。

多くの場合これはやや楽観的な仮定だろう。組織は、6 人目が消防署に到着するまでに何分かかるか

を測定することで、専任消防隊と自宅から到着するボランティア消防隊の差分時間を 3 分よりもより

現実の値に近づけることができる。 

 

例 2： 

ボランティア消防隊が所属する消防署では、年間 200 件の災害出動が行われる。専任消防隊の付加

価値は、消防サービス時間にして 600分、年間ベースで 120万ユーロ（16,000万円）から 240万ユー

ロ（32,000万円）である。この付加価値は、この署に常駐することを正当化するには不十分である。 

 

年間の災害出動の回数や消防署への到着

時間が増えれば（交通量の増加などによ

る）、ある瞬間に転換点に達する。それ以

降は、経済的な観点から、常駐することが

良くなってくる。 

 

経済的な面以外にも、専任消防隊には利

点がある。これにより、災害対応の質が高

まる。このような質の向上は、ボランティ

ア消防隊のモデルには含まれていない。 

 

さらに、常駐している間は、常駐してい

なければ遂行しなければならない多くの

画像 5 車庫の電気・ガスメーターが入った戸棚で火災。消防

隊の迅速な消火活動により、被害は最小限にとどまった。消

防隊の到着があと数分遅かったら、被害はもっと大きかった

だろう。(写真：Geert Jansens） 
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（ロジスティックな）仕事をこなすことができる。これにも価値がある。したがって、すべての労働

時間が、自宅から来る人員に比べて正味の追加コストになるというわけではない。 

 

もちろん、日中の一部だけを常駐させることも可能である。多くの場所では、日中は常駐し、夜間

はボランティアが自宅から出勤している。将来的には、純粋なボランティアによる勤務から、夜間の

出勤と日中の常駐スタッフの混在、あるいはこの混在からフルタイムのスタッフへの転換を図る消防

署が増えるだろう。このような移行についても、消防時間の概念を用いて経済分析を行うことができ

る。 

4.4.2 日中の重要な機能を補う 

多くの地域で、昼間はボランティアの出動に苦労している。基本の出動態勢である 6 人が揃わない

ときは、例外的に 4人 で消防車を動かすことができる。しかし、機関員がいない場合や、小隊長がい

ない場合は、消防車を出動させることができない。その結果、消防車はより遠くの消防署から出動し

なければならなくなる。これでは、すぐに 10分から 15分もの無駄な時間が生じてしまう。 

 

このような分析はここでもできる。一例として、機関員と小中隊長の 2 人が勤務しているとしよう。

その場合、残りは自宅から来る。分単位の差は、（2 人または 4 人が自宅から来る）最初の署からの

消防車の到着時間と、最初の署が利用できない場合に出動する次に近い署の現場到着時間を比較する

ことによって求められる。 

 

例 3 

あるボランティア消防署で、日中 50件の緊急消防活動が発生し、機関員や中隊役員がいない（また

は 6 人がいない）ため、他の消防署で対応しなければならなかったとする。次に近い消防署が現場に

到着するまでに平均 10 分かかるとすると、これは 500 分の消防サービスの損失、または 100 万

（13,000万円）から 200万ユーロ（26,000万円）の損失に相当する。 

 

問題は、小中隊長と機関員を消防署に配置する場合、現状と比べて追加コストはいくらになるのか、

ということだ。 
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画像 6 完全に燃え尽きた木造の建物。消防隊の現場到着があと 10 分早ければ、フラッシュオーバーが起こる前

に到着できたかもしれない。そうすれば、被害は全損から出火場所周辺の限られた被害で済んだだろう。 

(写真：Geert Jansens） 

5 あとがき 

これは複雑な現実を非常にシンプルに表現していることは言うまでもない。もちろん予算に限りが

あり、すべてを賄うには十分な資金がなければならない。その一方で、（部分的な）専任消防隊の配

置はより良い質を保証することができる。 

 

一方、多くの場所では、消防での「自分の居場所」を永続的な職業（専任消防隊）に譲りたくない

ボランティアもいることだろう。ボランティアは消防署にとって大きな財産だ。 

 

政策立案者たちは、これらすべてを秤にかけ、適切な決断を下さなければならない。ただ、それは

難しい仕事だ。 
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